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地
図
・
絵
図
・
デ
ー
タ
で
見
る
地
球
温
暖
化

　

地
球
温
暖
化
は
、
大
干
ば
つ
、
熱
波
襲
来
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
な
ど
の

ほ
か
、
水
を
育
む
森
林
の
火
災
、
氷
河
の
減
少
、
海
面
上
昇
、
暴
風
雨
の
襲
来
、

大
洪
水
な
ど
、
水
に
関
し
て
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

カ
ー
ス
チ
ン
・
ダ
ウ
／
ト
ー
マ
ス
・
ダ
ウ
ニ
ン
グ
共
著
『
温
暖
化
の
世
界
地
図

（
第
２
版
）』（
丸
善
出
版
・
２
０
１
２
）
で
は
、
変
化
の
兆
候
、
変
わ
り
つ
つ
あ
る
気
候
、

気
候
変
化
を
駆
動
す
る
も
の
、
想
定
さ
れ
る
結
果
、
変
化
へ
の
対
応
、
国
際
的
な

行
動
及
び
活
動
、
解
決
策
へ
の
約
束
、
気
候
変
化
の
デ
ー
タ
を
掲
げ
る
。

　

Ｋ
・
Ｓ
・
シ
ュ
ラ
イ
バ
ー
・
文
『
気
温
が
１
度
上
が
る
と
、
ど
う
な
る
の
？ 
地

球
の
未
来
を
考
え
る
―
気
候
変
動
の
し
く
み
』（
西
村
書
店
・
２
０
２
１
）
は
人
間
の
活

動
に
よ
っ
て
気
温
が
１
℃
上
が
る
と
、
生
活
に
不
都
合
が
生
じ
て
く
る
と
唱
え
る
。

　

ダ
ン
・
フ
ッ
カ
ー
著
『
地
球
が
あ
ぶ
な
い
！ 

地
図
で
見
る
気
候
変
動
の
図
鑑
』

（
創
元
社
・
２
０
２
１
）
は
、
気
候
変
動
の
原
因
を
人
口
の
増
加
、
化
石
燃
料
を
燃
や

す
、
農
業
か
ら
の
炭
素
の
排
出
、
森
林
の
減
少
、
自
動
車
・
飛
行
機
の
利
用
を
挙

げ
、
現
象
は
異
常
気
象
、
北
極
・
南
極
の
氷
の
減
少
、
海
水
温
の
上
昇
、
サ
ン
ゴ

礁
の
消
滅
、
山
火
事
の
増
加
と
記
す
。
こ
れ
ら
の
気
候
変
動
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
太
陽
・
風
力
の
利
用
、
森
林
の
再
生
、
生
活
の
仕
方
を
変
え
る
、
政
治

を
変
え
て
い
く
、
地
球
に
や
さ
し
い
食
事
を
す
る
こ
と
を
挙
げ
る
。
こ
の
よ
う
な

活
動
の
変
化
が
地
球
を
救
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
く
る
。

　

渡
部
雅
浩
著
『
絵
で
わ
か
る
地
球
温
暖
化
』（
講
談
社
・
２
０
１
８
）
は
、
人
間
活
動

が
起
こ
す
気
候
変
化
の
科
学
的
な
し
く
み
が
わ
か
る
よ
う
に
、
気
象
・
気
候
の
基

礎
知
識
か
ら
最
先
端
研
究
の
課
題
ま
で
解
説
す
る
。
三
冬
社
編
・
発
行
『
地
球
温

暖
化
＆
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
総
合
統
計
』（
２
０
２
１
）
は
、
世
界
の
年
平
均
気
温
偏
差

の
経
年
変
化
、
日
本
の
年
平
均
気
温
偏
差
の
経
年
変
化
、
主
要
先
進
国
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
な
ど
を
記
載
す
る
。

海
の
温
暖
化

　

海
は
膨
大
な
熱
や
物
質
を
蓄
え
、
輸
送
し
大
気
と
の
間
で
交
換
す
る
こ
と
を
通

じ
て
、
気
候
の
維
持
と
変
化
に
本
質
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
し
て
海
も

ま
た
温
暖
化
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。

　

日
本
海
洋
学
会
編
『
海
の
温
暖
化
―
変
わ
り
ゆ
く
海
と
人
間
活
動
の
影
響
』（
朝

倉
書
店
・
２
０
１
７
）
で
は
、
人
類
が
産
業
活
動
に
よ
っ
て
排
出
し
た
二
酸
化
炭
素

の
一
部
が
海
に
溜
ま
る
こ
と
で
、
海
水
の
酸
性
化
が
地
球
規
模
で
進
ん
で
い
る
と

記
す
。
酸
性
化
に
よ
っ
て
、
甲
殻
類
や
貝
な
ど
の
生
物
が
育
た
な
く
な
っ
て
く
る
。

海
洋
酸
性
化
に
よ
っ
て
海
の
生
物
多
様
性
は
低
く
な
り
、
海
の
生
態
系
が
も
つ
さ

ま
ざ
ま
な
価
値
や
機
能
が
下
が
る
。
北
極
海
で
は
、
温
暖
化
に
よ
る
海
氷
融
解
や

水
温
上
昇
に
よ
っ
て
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
一
次
生
産
や
物
質
循
環
が
変
化
し
て

お
り
、
そ
の
影
響
は
地
球
規
模
に
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。

　

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ラ
ッ
シ
ュ
著
『
海
が
や
っ
て
く
る
』（
河
出
書
房
新
社
・
２
０
２
１
）

は
、
温
暖
化
に
よ
る
海
面
上
昇
を
も
た
ら
し
た
崩
壊
の
風
景
を
描
く
。
野
崎
義
行

著
『
地
球
温
暖
化
と
海
―
炭
素
の
循
環
か
ら
探
る
』（
東
京
大
学
出
版
会
・
１
９
９
４
）

も
あ
る
。

　

Ｅ
Ｕ
は
世
界
の
海
洋
環
境
保
護
を
リ
ー
ド
す
る
。
佐
藤
智
恵
著
『
Ｅ
Ｕ
海
洋
環

境
法
』（
信
山
社
・
２
０
２
１
）
に
よ
る
と
、
Ｅ
Ｕ
の
環
境
政
策
は
、
発
生
源
に
お
い
て

除
か
れ
る
べ
き
こ
と
、
汚
染
者
が
負
担
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
と
い
う
原
則
を
基

礎
と
し
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
洋
上
風
力
発
電
に
か
か
わ
る
海
洋
環
境
保

護
の
必
要
性
を
説
く
。
大
塚
直
編
『
環
境
法
研
究 

第
13
号
』（
信
山
社
・
２
０
２
１
）

は
、
気
候
変
動
の
適
応
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
中
国
の
各
国

の
法
制
と
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
と
循
環
型
社
会
と
い
う
２
つ
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
い

る
。

　

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
大
手
企
業
が
、
北
海
道
檜
山
管
内
沖
な
ど
の

４
海
域
で
、
国
内
最
大
級
風
力
発
電
所
計
４
０
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
洋
上
風
力
発

電
所
を
建
設
す
る
計
画
が
進
ん
で
い
る
。

異
常
気
象
と
温
暖
化

　

地
球
温
暖
化
に
伴
っ
て
、
気
候
変
動
か
ら
急
激
な
異
常
気
象
を
起
こ
し
て
い
る
。

そ
れ
は
ス
ー
パ
ー
台
風
、
豪
雪
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
線
状
降
水
帯
の
発
生
や
猛
暑
だ
。

古賀 邦雄
  こが  くにお

古賀河川図書館長
水・河川・湖沼関係文献研究会
1967年西南学院大学卒業。水資源
開発公団（現・独立行政法人水資源
機構）に入社。30年間にわたり水・
河川・湖沼関係文献を収集。2001
年退職し現在、日本河川協会、ふくお
かの川と水の会に所属。2008年5月
に収集した書籍を所蔵する「古賀河
川図書館」を開設。
平成 26年公益社団法人日本河川協
会の河川功労者表彰を受賞。

地
球
温
暖
化・気
候
危
機・

気
候
崩
壊
を
論
じ
る
（
下
）
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気
候
変
動
に
よ
る
水
害
研
究
会
著
『
水
害
列
島
日
本
の
挑
戦
』（
日
経
Ｂ
Ｐ
・
２
０
２

０
）
は
、
西
日
本
豪
雨
、
東
日
本
台
風
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨
を
捉
え
る
。

　

河
宮
未
知
生
監
修
『
異
常
気
象
と
温
暖
化
が
わ
か
る
―
ど
う
な
る
？ 

気
候
変
動

に
よ
る
未
来
』（
技
術
評
論
社
・
２
０
１
６
）
は
、
地
球
ク
ラ
イ
シ
ス
異
常
気
象
の
猛
威

が
世
界
を
襲
う
と
し
て
、
２
０
１
５
年
（
平
成
27
）
台
風
13
号
が
台
湾
や
中
国
に
大

被
害
を
及
ぼ
し
、
同
年
イ
ン
ド
で
は
連
日
40
℃
を
超
え
る
猛
暑
日
が
続
き
、
熱
波

が
道
路
の
ペ
ン
キ
を
も
溶
か
し
た
。
同
年
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
大
干
ば
つ
で
農

地
が
干
上
が
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
未
来
の
地
球
を
取
り
戻
す
緩
和
策
と

し
て
、
大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
減
ら
す
こ
と
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
と
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
新
し
い
気
候
に
合
わ

せ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
農
作
物
や
木
材
、
水
産
物
、
家
畜
な
ど
を
、
温
暖
化
し
た

地
球
で
も
育
つ
よ
う
に
品
種
改
良
す
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

　

異
常
気
象
に
関
す
る
書
と
し
て
、
森 

朗
著
『
異
常
気
象
は
な
ぜ
増
え
た
の
か
―

ゼ
ロ
か
ら
わ
か
る
天
気
の
し
く
み
』（
祥
伝
社
新
書
・
２
０
１
７
）。
川
瀬
宏
明
著
『
極

端
豪
雨
は
な
ぜ
毎
年
の
よ
う
に
発
生
す
る
の
か
』（
化
学
同
人
・
２
０
２
１
）。
日
本
気

象
協
会
編
『
ト
コ
ト
ン
や
さ
し
い
異
常
気
象
の
本
』（
日
刊
工
業
新
聞
社
・
２
０
１
７
）。

ゴ
ム
ド
リ
ｃ
ｏ
．
文
『
異
常
気
象
の
サ
バ
イ
バ
ル
１
』（
朝
日
新
聞
出
版
・
２
０
１
０
）、

同
『
異
常
気
象
の
サ
バ
イ
バ
ル
２
』（
朝
日
新
聞
出
版
・
２
０
１
０
）
が
あ
る
。

食
糧
の
安
全
保
障

　

穀
物
、
豆
類
、
野
菜
、
果
樹
な
ど
の
作
物
栽
培
、
牛
や
豚
や
鶏
な
ど
の
畜
産
と

い
っ
た
食
糧
生
産
の
営
み
も
、
気
候
・
気
象
を
含
む
環
境
条
件
に
依
存
し
て
い
る
。

大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
濃
度
の
増
加
と
気
候
変
動
は
、
栽
培
適
地
の
変
化
、
収
穫

の
変
化
、
家
畜
の
成
長
な
ど
、
日
本
に
お
い
て
も
農
業
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。

　

２
０
２
０
年
（
令
和
２
）
時
点
、
日
本
の
自
給
率
は
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
に
お
い
て

37
％
に
落
ち
込
ん
で
お
り
、
こ
れ
は
主
要
先
進
国
の
な
か
で
も
最
低
の
水
準
で
あ

る
。
わ
が
国
の
食
糧
安
全
保
障
は
、
地
球
温
暖
化
に
伴
い
さ
ら
に
憂
慮
さ
れ
る
。

　

行
友 

弥
編
『
気
候
変
動
下
の
食
料
安
全
保
障
』（
農
政
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
会
・
２
０

２
０
）、
国
立
研
究
開
発
法
人 

農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
編
『
地
球
温

暖
化
と
日
本
の
農
業
―
気
温
上
昇
に
よ
っ
て
私
た
ち
の
食
べ
物
が
変
わ
る
!?
』（
成

山
堂
書
店
・
２
０
２
０
）
は
、
地
球
温
暖
化
が
進
む
と
暖
か
い
地
方
の
特
産
品
が
北
国

で
と
れ
る
こ
と
に
も
な
り
、
水
稲
で
は
高
温
耐
性
品
種
、
適
期
植
え
付
け
、
深
耕

の
技
術
が
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
農
山
漁
村
文
化
協
会
編
・
発
行
『
ど
う
考
え

る
？ 「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」』（
２
０
２
１
）
も
挙
げ
て
お
く
。

気
候
温
暖
化
へ
の
対
応
策

　

ア
メ
リ
カ
の
環
境
法
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
辻
雄
一
郎
ほ
か
編
著
『
ア
メ
リ
カ
気
候
変
動
法
と
政
策
』（
勁
草
書
房
・
２

０
２
１
）
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
け
る
気
候
変
動
防
止
政
策
の
制
度
的
条
件
、

ア
メ
リ
カ
の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
お
け
る
気
候
変
動
影
響
評
価
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
電
源
１
０
０
％
政
策
―
日
本
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
へ
の
示
唆
を
求
め
て
、
気
候
正
義
と
訴
訟
、
ア
メ
リ
カ
気
候
変
動
訴
訟
の
意
義

と
市
民
・
自
治
体
の
役
割
を
論
じ
る
。
日
本
に
と
っ
て
は
有
意
義
な
提
案
で
あ
る
。

　

炭
素
税
に
つ
い
て
は
、
吉
田
文
和
・
池
田
元
美
編
著
『
持
続
可
能
な
低
炭
素
社

会
』（
北
海
道
大
学
出
版
会
・
２
０
０
９
）、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ノ
ー
ド
ハ
ウ
ス
著
『
気
候
カ

ジ
ノ
―
経
済
学
か
ら
見
た
地
球
温
暖
化
問
題
の
最
適
解
』（
日
経
Ｂ
Ｐ
社
・
２
０
１
５
）、

巽 

直
樹
著
『
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
―
も
う
ひ
と
つ
の
“
新
し
い
日
常
”
へ
の

挑
戦
』（
日
本
経
済
新
聞
出
版
・
２
０
２
１
）
が
あ
る
。

　

ナ
オ
ミ
・
ク
ラ
イ
ン
著
『
地
球
が
燃
え
て
い
る
』（
大
月
書
店
・
２
０
２
０
）
は
、
気

候
崩
壊
か
ら
人
類
を
救
う
た
め
に
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
提
言
を
行
な
う
。
平
田

仁
子
著
『
気
候
変
動
と
政
治
―
気
候
政
策
統
合
の
到
達
点
と
課
題
』（
成
文
堂
・
２
０

２
１
）
は
、
地
球
温
暖
化
の
解
決
策
に
政
治
力
の
大
切
さ
を
探
究
す
る
。

　

ポ
ー
ル
・
ホ
ー
ケ
ン
編
著
『
ド
ロ
ー
ダ
ウ
ン
―
地
球
温
暖
化
を
逆
転
さ
せ
る
１

０
０
の
方
法
』（
山
と
渓
谷
社
・
２
０
２
１
）
で
は
、
気
候
変
動
の
解
決
策
を
集
め
、
包

括
的
な
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
排
出
の
削
減
・
大
気
中
の
炭
素
を
隔
離
す
る
方
法
を

分
析
す
る
。
環
境
保
全
型
農
業
、
微
生
物
農
業
、
水
素
・
ホ
ウ
素
核
融
合
・
二
酸

化
炭
素
の
直
接
空
気
回
収
を
論
じ
る
。
マ
イ
ケ
ル
・
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
／
カ
ー

ル
・
ポ
ー
プ
共
著
『
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
―
都
市
・
企
業
・
市
民
に
よ
る
気
候
変
動
総
力

戦
』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
・
２
０
１
８
）
が
あ
る
。

気
候
変
動
に
立
ち
向
か
う
世
界
の
子
ど
も
た
ち

　

ア
ク
シ
ャ
ー
ト
・
ラ
ー
テ
ィ
著
『
気
候
変
動
に
立
ち
む
か
う
子
ど
も
た
ち
―
世

界
の
若
者
60
人
の
作
文
集
』（
太
田
出
版
・
２
０
２
１
）
で
は
、
政
治
家
た
ち
は
権
力
や

お
金
じ
ゃ
な
く
て
市
民
の
命
を
優
先
す
る
べ
き
だ
よ
、
と
訴
え
る
。
国
際
環
境
Ｎ

Ｇ
Ｏ 

Ｆ
ｏ
Ｅ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
編
『
気
候
変
動
か
ら
世
界
を
ま
も
る
30
の
方
法
』（
合
同
出

版
・
２
０
２
１
）、
高
橋
真
樹
著
『
こ
ど
も
気
候
変
動
ア
ク
シ
ョ
ン
30
』（
か
も
が
わ
出

版
・
２
０
２
２
）
が
あ
る
。
マ
レ
ー
ナ
・
エ
ル
ン
マ
ン
ほ
か
著
『
グ
レ
タ
た
っ
た
ひ

と
り
の
ス
ト
ラ
イ
キ
』（
海
と
月
社
・
２
０
１
９
）、
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ナ
・
マ
ッ
ツ
ァ
著

『
グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ
』（
金
の
星
社
・
２
０
２
０
）
の
環
境
活
動
家
の
書
が
あ
る
。

　

最
後
に
、
辻 

信
一
監
修
『
ハ
チ
ド
リ
の
ひ
と
し
ず
く
―
い
ま
、
私
に
で
き
る
こ

と
』（
光
文
社
・
２
０
０
５
）
を
掲
げ
る
。
こ
の
書
は
、
森
の
火
事
に
対
し
て
た
っ
た
一

羽
、
水
の
し
ず
く
を
落
と
し
つ
づ
け
る
ハ
チ
ド
リ
を
見
て
、
森
の
動
物
た
ち
は
そ

ん
な
こ
と
を
し
て
何
に
な
る
か
と
笑
う
。
ハ
チ
ド
リ
は
私
に
で
き
る
こ
と
を
し
て

い
る
だ
け
と
答
え
る
。
こ
の
ハ
チ
ド
リ
の
物
語
は
、
南
ア
メ
リ
カ
の
先
住
民
に
伝

わ
る
話
で
あ
る
。

　

地
球
温
暖
化
の
解
決
に
は
、
世
界
中
の
一
人
ひ
と
り
が
自
身
に
で
き
る
こ
と
を

行
な
う
こ
と
に
尽
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
地
球
温
暖
化
は
水
問
題
と

密
接
に
結
び
つ
く
課
題
で
も
あ
る
。
１
冊
で
も
よ
い
か
ら
読
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　

 
〈
Ｃ
Ｏ
２

出
さ
な
い
国
が
水
没
し
出
し
て
い
る
の
に
自
覚
な
き
国
〉（
熊
本
直
弘
）　


